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のかをみんなで考える活動を設定する時ラ感性を豊かに働かせて自由な発想のもとで花などの色や

形の特徴を追求させたい。

学習のめあては「ふしぎま種から育つ植物やその花がりどんどんおもしろくすてきなものになる

ように考えよう」とする。活動の終わりにはめあての視点に基づいたふりかえりを行う。そこでの

ふりかえりは「植物やその花がふしぎな種に負けないくらいおもしろくすてきなものになるように

えることができたかIとなる。教師はーこのふりかえりの視点に立ってー子どもたちに自分の考

えや友だもの考えのよさを気付かせ，自分の考えがどのように変わっていったのかを問いかけるよ

うにする。そうすることでヲ子どもは，この学習活動の中でどのような追求ができたのかをuつか

み守自分と友だちの考えや取組を比較したり検証したりすることができる。その中で次の学習活動

「自分のふしぎな種を作ろう」への見通しをもち，意欲を高めながら，自らの学びを自覚するに至

ると考える。

教師は，前時の子どもの気付きゃふりかえりから願いや問いをとらえることでヲ造形表現、への追

求をさらに促すようにめあての言葉を修正することができる。違う角度からの視点を示すことも考

えられる。

このように9 展開計画の基本に従いながら，子どもの願いや問いに沿ってふりかえりとめあてを

連動させることでヲ子どもは学びを自覚するとともに追求意欲を高めることができる。そしてヲ追

求したいことについて思考や判断を繰り返し，自他の考えを統合 8 整理していく。その中でs より

すてきな花を描くための見通しをもちヲ方法や手/I国を見付けたり構想を固めたりすることができる

と考える。

日主主同亙主唇骨三素材体験や試行錯誤が十川百忌扉J百日訂
本題材』こ於いてヲ素材体験を味わいヲ造形表現長伝言石扇訂雨戸忘示画面は幾っか

予想される。

まず，教師が示したふしぎな種に対して，子ども一人一人がワークシートにその生長した花など

の色や形を幾っか描き表す場面が考えられる。またヲ粘土を用いて自分だけのふしぎな種を作る場

面が考えられる。ふしぎな種を作る場面では9 可塑素材の粘土の手触りを確かめながら思いのまま

に作れるようにしたい。考えながら作り，作りながら考えを確かなものにしていく過程を大切にし

たい。種は比較的小さなものを想定しているためヲ使用する粘土の一人あたりの分量は少なくて済

むが9 きめが細かく展性や粘性が高めの紙粘土が望ましいと考える。子どもの感性は豊かであり p

教師の想像を超えてしまうことが多い。粘土の良さを生かしラ丸める，のばすヲ紐状にする，ねじ

る，包む，つまんでとがらせるなどヲ指先を駆使した細かな表現を見付け出すことを期待してい

る。ここで得られた形への気付きゃこだわりがヲ花などを描く活動場面でも追求を支える根拠の‘

つになると考える。

これらの活動に於いて彩色をする際は，そこで考えられた色のイメージがう形と同様に

を措く活動場面に於いても考えや気付きの根拠の一つになり得る。

教師は，それぞれの学習場面の仁ドでヲ子どもの気付きや考えに対してその考

うなど，「掘り下げる」はたらきかけを行う。またヲ子ども

方や考え方を視点という形で示し9 子どもの気付き

｜提案する」はたらきかけを行う。

教師のはたらきかけに伴い9 子どもは自分が表したいことについての問し、

を通して9 自らの問いと向き合うことで自分自身の表現し

びの自覚が促され9 造形活動に対ーする意欲が高まりラ

すなわち9 追求する姿を引き出すことができると
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開い在品名，麟い蓄量嚇そうか院し傘がら追求麓歓警告譲事的鶴子ど事

立花カ；）（さくよjの案鴎からーしぎな種からすで3年 f

題材のねらい

みんなを笑顔にするすてきな花をつける植物の絵を描く活動において，ふしぎな種の色や形から

発想する面白さや，描く花などの特徴と自分の願いとの関わりからヲ表現方法にuついての発想や構

を広げたり深めたりしながらラ感性を働かせて造形表現を追求することができるc

について

ちは， t樹立を働かせながら表現テー

ものとら

子ども どの対象と好奇心旺盛に向き合

ちの取り組みの様子を取り

たことや感じたことを文章に表したり図

体験したことをいかして自由に試行錯誤を重ねp

入れながら9 表したいことを追求することができる。

やイラストに表したりすることに長けている子どもも多い。

次の文章は，「ゆめのロボットをつくろう」 8時間呂の学習活動後の日記である。

日，図工でゆめのロポットを作りました。わたしは2号自のロボットに手をつけようと思ってラ長いはこ

をセロハンテープで上と下につけてみたけど，はこが重くて，くっつきませんでしたc わたしは，どうしたら

くっつくかなどいろいろ考えました。けど，はこにあなをあけたら。ものを入れるから出てしまうしラガムテー

プでくっつけたら茶色いからだめです。今度いいほうほうが見つかるといいです。 （児童A)

したいことと照らし合わせなが児童Aは，素材体験をもとにしてラ作りたいものの色や形9

ら勺よりふさわしい接合方法を試している様子がある。

(2）本題材の内容と図画工作科で考える聞いをもち追求する姿との関わりについて

－，人一人が問いをもっとは，白分の考えの価値やよさを拠り所としたりう他者と共有した価値や

よさに基づいたりしてラ自分の造形表現を問い直すことであると考える。そのためにはラ一人一人

どもがヲ表したい事柄について確かな願いをもつことヲその上で？自己の造形表現の目的を達

成するためにヲ感性を働かせて自分や｛也者の造形表現や表現意図に問いかけを行うととが大切で、あ

る。そして9 追求する姿とはヲ見いだしたことや過去の経験や技能を駆使しながらヲ目的を達成す

るために新たな表現を獲得しようとする姿であると考える。自分の取組を認めヲ他者から表現のよ

さを認められる中でラ自分なりの達成J惑を味わうことができる造形表現活動の営みの中に見ら

るとブさえる。
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「自のた

子どネ

はヲ「ゆめがかなうこと」や「人を幸せにすることJである。

だけのオリジナルの種」になることなども，めあての言葉

の文章は，第 l次2時間百の授業後の日記である。
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他の子どもた

形がしっくりいかずう苦戦する様子があっ

やヲその形を想起できるふしぎな種の特徴がはっきりしていないことで

あった。そこで，この時点ではっきりしていることとヲ

いことを黒板に書き出し，共有することにし

また，イメージ文や簡単な図＠イラストを用いて，ふしぎな種から植

物が育つストーリーを決めることにした。その結果ラ次の児童Dのふり

りのように‘形や色の特徴をつかみ取り，ふしぎな種

ことができた（図 3）。

育つ花のイメージことは，ここで明らかになっ

はっきりしてい

ス耐i二手く
国3：にじ型と音ぷ型の種

ど、っちの種もお願いが

（児童D)

にじ型！と音ぷ型の種です。図工でふしぎな種を作りました。わたしの種は，

だから，じようずに色がぬれるといいです。

今日はヲ

かなう種です。

今日は勺図工でふしぎな種の花に色をつけました。わたしはヲさいしょにこい色を作っていたけど，少しく

ふうしてこい色に白なまぜてうすくしました。そしたらきれいになったので，次もそのくふうで作りたいです。

（児童D)

ふしぎな種が育也つ

めの構想に役立て

くことになりヲ

く

も役立てることができた。

当初はラ

る；場面

(2）第 2；欠 ふしぎな種から育っすてきな花の絵をかく

子どもの必要感からヲ伊！品の構想、に当たるイメージ丈や図

ストーリーを書くことにヨ第 1次の終わりから取り組んだ。

ることを期待して第 2；欠に設定していた

どもが過去の経験を生かして取り組んだと言

どの絵を描く活動とから育った花

日‘図画工作では司ふしぎなたねをうえで絵をかきました。わたしの種は，チョコレートだから，チョコレー ｜ 

トの花や，葉や勺実にしようと思いました。土はダンボーノレをはってヲその上にη 種をはりました。ごとポぐふ ！ 
うしたところは，根です。わたしはラせっかぐふしぎな患だから，根もくふうしようと思ってう根にもチョコ I 

いートをつけてムました。つけてみたらラよりふしぎになうで．明るく仕上げることがでをたのでよか〆北ですり ｜ 
ぐきU わふわにしてヲえだの先に虫よけのシャボン玉をかきました。まだラ全部はかけて川fいけど匂 ［ 

そかんせいさせて司色をぬ、っていきたいです。 （！尼童B) ! 
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ふしぎだから「どうふやって

ヘートを作ろうと思い立tし

芦uこ丸をつけました ほ

日は，ふしぎな種のベん強で，ふしぎな種を作りました。ふし

と思いましたc あとヲ「どんな形にしよう。」と思いました。さいしょは，

れずにハートはかえました。何分かたち，思いつきました。それはヲ丸の形ですD

「ぼくのとっておきのふしぎな種だと思いました。

出しが生えてb育、つふしぎな種

を決めることが上手くできずにい
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第 21吹4時間目
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（金7時間）展開計闇"'"'I 崎、
丸岡J

－内容

。ふしぎな種に出会い，どんな花に育っか自由に考える（ 1時間）

。おもしろくてみんなを笑顔にするすてきな花が咲く植物のふしぎな種を

作る（0.5時間）
。どんな花が咲くのかイメージしてふし

。ふしぎな種をまいてどんな花に育っか考えながらイメージ文。図やイラ

スト（ストーリー）に表L，下絵を措く（ 1時間）

。ふしぎな種から育っすてきな花を絵に表す（ 1時間）

。すてきな花の世界がよく分かるように絵在仕上げる（ 2時間）

。これまでの活動受ふりかえって，考えてきたことや表し方の良さについ

て作品を見ながらまとめる（ 1時間）

をつける（0.5時間）

c、
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すできな花などを絵

に表そう。
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らどんな木ができるのか予想して紙に書いてみました。先生が作った種の中から一ついい種を

ら，自分が思う木を菩きました。わたしはぎざぎざの種にして9 コンペイトウの木にしま

るとしJうらいになりたいしよどぎょうの人になれます。もしーこんなオくがあったらヲこ
（児童、B)
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4教；i－~~；子どもの造形表現への願いを確かなものにするために，子どもの気付きゃ考えの基に
なったことを明らかにすることでフ子ども自身が自分の考えをしっかりと意識して活動することが

できたのふりかえりをする際は活動の具体と自分の願いに視点を当てることでヲ子どもは次の活動

いことをはっきりと表すことができた。それは，次時間の活動のめあてにつながりうる追

求の姿を示すものであった。以下にヲその具体を述べていく。

( 1）第 1次表現テーマとの出会い

表現テーマの手がかりとしてヮ教師作成のふしぎな形の種に出会う活動を設定した。

れまでに理科の学習を通してヲ植物の種や植物の生長を観察してきている。親しみと興味をもって

に出会うことができた。また，自分で自由に種を形作れることや，そこから

できること

した種（国 1) ひとつについて？「くるくるの形が

どけそうだ。」と感じたままに話してい

本題材の表現テーマ「ふしぎな種からすてきな花がさく j

しっかりと触れることで，子どもたちは，自分の発想

はっきりさせながらヲ造形表現の活動について見通し

りかえりはヲ題材

' つ
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言明理事理盟理場里親型車

問うべきかヲ共通の視点で子

「掘り下げる」「提案

めに有効

勺。

より具体的な子どもの姿から学びをとらえることでラ｛可を子ども

どもが考え出すようにヲどのような揺さぶりをかけるべきかが明らか

するJことに中心を据えて教師がはたらきかけを行うことはヲ子どもに問い

り

ι 

であった。

「掘り下Aげる」はたらきかけを行いラ子どもが自分の表現意図や心情などと匂

意識しラ白らの学びを自覚しながら造形表現の追求を進めるようにした。子ど

ほどに，表したい事柄にもついて強い願いをもつようになる。造形表現の活動に対し

し，持続することができる。次の活動ヘ連続して行くように，活動の見通しをもつこと

りかえりからめあてにつなげるためにはョ具体的に何を目指すのかとし、うこと

の場面に学級全体で明らかにしておく必要がある。学級全体で目指すものが明らかに

が次の学習でのめあてに連動しうるものになる。その中でヲ子どもはヲ自分の作品

たいのかを間いとして再びつかみヲイ屈の追求を持続させることができる。

またq 子どもが既習の知識や技能，それまでの経験を生かして造Ji彰表現を追求するためには奇

どもの必要感に応じてフ試したり取捨選択したりする機会を保障することが大切である。必要感そ

のものを刺激したり 9 試したいことのI隔を広げたりする上で9 「提案する」ことは有効である。

授業中ぅ子ども同士の話し合いの場面をよく見るが9 子

どもは，白分が感じている問いを仲間にたずねて，意見を

オミめたり， よさを否定読！したりしていることが先、かる。

はラその様子を捉えラ子どもの必要感に応じてヲ学習展開

や教師のはたらきかけを修正しながらラ小集団や学級全体

にその考えをつなぎヲ広げ，確認したり間い直したりす

る。するとヲ子どもは，気付きゃ確信を得て問いに対する

一つの答えをもつことができる。子どもの考えはヲ統合・

整理された状態になる。するとヲ子どもの追求意欲は高ま

りヮ高いままに追求が持続する様子が見えてきた。とり

け子ども同士の関わりで見出したことへの追求意欲は高く

庭でも作ったり，考え続けたりしている様子が見られた。

授業におけるふりかえりの場面は司学級全体での学び合いのーっといえる。「次はどのようにし

たいのか」という言葉を用いて子どもの願いを引き出 L,，共通の視点をもって次への見通しを具体

的に考えたことはラ子どもが表したいと考えていることに照らし合わされヲ多くの発見やっかみ

取った発想が取捨選択されながら司有効なものが学びとして残る。このように子どもの個人思考と

集団思考の間を問いが往来することで，学びが活性化される。ふりかえりの場面においても教師

の「掘り下げる II提案する」はたらきかけは有効である（国 5）。

図画工作。美術科の授業としてラ子どもに問いをもたせることをとらえる時，ねらいを十分に考

慮しラ視点をしっかり絞らなければならないと感じた。子どもの間いが連続することで，追求は持

ると言えるが9 それには句子どもの自らの学びに対する自覚やq その学びの深まりがどのよう

ありラ授業後の休み時間や家る傾向

も

るよろにし

子ども

え｝問い

・, 
ラ

に思われたn

りかえりから

かということであった。子どもの思

その上で，ふりかえりに考える視点をもたせることやり子ども

の願いをより具体的にして行くことがうこのような成果を生んだと言

ぐコで

が生ま
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今日？図工でヲふしぎな種の絵に色をぬりました。わたしの絵は，チョコが小さいから今ぬってみた時に色

がチョコからはみ出しγ しまって大へんだったけど，白い絵の具でぬってみたら，上手に消せたのでよかった

です。と中で先生にヲ「ねがいがかなうと書いた人は，お願いしたら何でもかなえてくれるんですか？」と間

かれて，もし，わたしがその種だったらヲ自分だけの種だからヲ 1ヶ月に 1回しかできないとか，とくべつな

日にしかできないようにしようと思いました。今日は，絵の具で色をぬってうまだ9 全部はできていないけどラ

集中していっしょうけんめいすることができたので，よかったです。 （児童B)

第 2次4時間目の子どもの様子から，イメージ丈などからとらえた罰表したいと考えていること

じ実際に描いている絵が合っていないことが見えてきた。教師はヲ 5,6時間自の活動の中で，

願いとはヲどのようなことが叶うことで匂それを絵としてどのように描き表したいかを確認するよ

う提案したものである。この時ヲ半数の子どもがヲイメージ文を見直したり，つけたい色の案を幾

っか試したりしている。児童Bもヲこの提案を自分なりに受け止め司ふしぎな種への思いを更に深

めてラ丁寧に色を塗り進めることができた。

作品づくりの終わりには，作品

を掲示し鑑賞する時間をもった。

自由な発想で思い思いに措いた絵

を味わい楽しみ9 感想を伝え合う

姿も見られた。虹の形をしたふし

ぎな種を植えた地面をラにじ色に

表現する子ども（国 4）やヲ

いゲーム機の形だけでふしぎな種

や植物全体を構成したものなど，

そのよさが紹介されていた。

ほし

毘童D作品（右）

5 おわりに

表現テーマと出会い9 そのふりかえりから次の学習のめあてへと連続させていくことで9 子ども

が高い意欲をもちながら造形表現について追求を持続させる。そのような授業づくりに向けて題材

を構想した。

そのために，子どもが自分の表現したいことをしっかりつかみ取ること，

近付くためにヲ自分の取組や表現意図に問いをもつことに重点を置いた。

教師が子どもに学びをしっかりと自覚させるためには，子どもが表したいと願っていることの中

漠然としていることや暖昧になっているものについてラ光を当てる必要がある。その光を当て

るための関わりがラ教師のはたらきかけとしての i掘り下げる」「提案するJことに当たると考え

た0

教師が子どもの学びや授業を評価

とらえなければならない。そのため

いる。

a 自分が受け止めたものを，どのように作ろうと発想しているか。

したいことのためにq 材料や用具，表し方などをどのよう

。周囲の取組からどのような点のどのようなよさに気付いているか。

－表現活動からヲ以後の自分の造形表現ゃくらしにつながる可能性に気付いているか。

じているカλ。どのようヲ！
 

」

〆f
 

とこに応、ν、

うとしているかれ

po 
ハリ

イ

i
i

その表現したいことに

子どもの学びを十分に

五つの して

・十どら

国4:~－トブ可りオ（左），

適切なはたらきかけを行うために

とらえるべき子どもの姿につい




